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１０
月
17
日
（
土
）、

港
区
職
員
退
職
者

会
定
期
総
会
は
、例

年
と
は
違
い
、区
役

所
11
階
の
レ
ス
ト

ラ
ン
を
お
借
り
し

て
行
い
ま
し
た
。 

第
45
回
定
期
総

会
の
前
に
「
長
寿
の

祝
い
式
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
郷
会
長

が
お
祝
金
を
お
一

人
毎
に
手
渡
さ
れ
、

記
念
写
真
を
会
長
、

武
井
港
区
長
、野
村

区
職
労
委
員
長
を

ま
じ
え
て
撮
り
ま

し
た
。 

総
会
は
渡
辺
孝

雄
副
会
長
の
司
会

で
開
会
し
、
ま
ず
、

こ
の
一
年
の
間
に

お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
23
名
の

方

（々
議
案
書
１
頁

に
掲
載
）
の
ご
冥
福

を
祈
り
一
分
間
の

黙
祷
を
行
い
ま
し 

た
。 議

長
団
に
、
屋
富
祖
克
己
さ
ん
と
長
谷

幸
子
さ
ん
を
選
出
し
、
総
会
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

本
郷
会
長
は
じ
め
来
賓
の
、
武
井
港
区

長
、
野
村
区
職
労
委
員
長
、
遠
藤
都
退
職

者
会
副
会
長
の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
一
年

間
の
活
動
報
告
さ
ら
に
会
計
決
算
・
会
計

監
査
報
告
が
行
わ
れ
全
体
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

議
事
に
移
り
、
第
一
号
議
案
～
第
五
号

議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
提
案
し
各
議
案
と
も
全

体
の
拍
手
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

同
会
場
を
懇
親
会
用
に
変
更
し
た
後
、

予
定
通
り
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
参
加

者
同
士
の
話
が
弾
む
中
、
高
荒
さ
ん
か
ら

絵
画
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
等
例
年
に
な

い
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。 

長
時
間
に
及
ぶ
「
長
寿
の
祝
い
式
」「
定

期
総
会
」「
懇
親
会
」
を
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。 

総 

会 

で 

の 

挨 

拶 

本
郷
真
一
会
長
の
挨
拶 

      

総
会
へ
の
参
加
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。 

日
本
の
超
高
齢
社
会
の
状
態
は
ま
す

ま
す
進
行
し
て
お
り
、
本
年
9
月
の
時
点

で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
、
総
人
口
の

26
，
７
％
、
３
３
８
４
万
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
も
と
で
高
齢
者
を
め
ぐ

る
社
会
環
境
は
、
年
金
・
医
療
・
介
護
な

ど
大
変
厳
し
い
生
活
が
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

港
区
退
職
者
会
の
会
員
は
約
千
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
退
職
者
会
で
は
バ
ス
旅

行
や
囲
碁
・
ゴ
ル
フ
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
・

同
好
会
の
親
睦
事
業
を
展
開
し
、「
だ
よ

り
」
を
通
し
て
の
交
流
を
図
る
な
ど
多
彩

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
長
寿
の
お
祝
い
に
つ
い
て
も

米
寿
（
88
歳
）
９
名
、
喜
寿
（
77
歳
）
20

名
、
古
希
（
70
歳
）
29
名
と
皆
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
戦
後
70
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
戦
中
・
戦
後
の
厳
し
か

っ
た
生
活
体
験
を
後
世
に
引
き
継
ご
う
と

「
平
和
祈
念
集
」
の
発
行
を
い
た
し
ま
し

た
。
と
り
わ
け
戦
後
70
年
と
い
う
こ
と
の

重
要
性
に
く
わ
え
て
、
安
倍
政
権
に
よ
っ

て
憲
法
の
「
主
権
在
民
」、「
基
本
的
人
権

の
尊
重
」、「
徹
底
し
た
平
和
主
義
」
と
い

う
こ
の
70
年
の
平
和
を
支
え
て
き
た
基

本
が
根
元
か
ら
切
り
崩
さ
れ
つ
つ
あ
る
と

い
う
重
要
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 

正
規
職
員
・
非
常
勤
職
員
を
問
わ
ず
、

港
区
役
所
に
勤
務
し
、
港
区
政
を
共
に
担

っ
て
き
た
人
々
の
集
ま
り
と
し
て
退
職
後

も
親
睦
や
交
流
を
行
う
こ
と
を
基
軸
と
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
と

同
時
に
年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
を
拡
充
、
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１５
年
度
（
平
成
２７
年
度
） 

経
過
・
決
算
・
監
査 

報
告  

満
場
の
拍
手
で
承
認
！！ 

 

 
 
 

更
に
は
、
戦
争
に
反
対
し
平
和
を
守
る
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
も
全
国
の
高
齢
者
団

体
や
現
職
の
労
働
組
合
・
平
和
団
体
等
と

協
力
し
な
が
ら
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

武 

井 

雅 
昭 
港
区
長
（
挨
拶
要
旨
） 

      

今
日
は
定
期
総
会
の
第
45
回
目
を
迎

え
ら
れ
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
長
寿
の

祝
い
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

退
職
者
会
の
皆
さ
ん
が
社
会
奉
仕
等

に
携
わ
る
姿
は
、
現
役
の
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
、
港
区
に
住
む
方
、
住
み
た

い
方
は
多
く
、
人
口
は
現
在
24
万
人
に
な

っ
て
お
り
平
成
８
年
に
比
べ
て
10
万
人

の
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
数
も

増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
先
輩
た
ち
皆
さ

ん
が
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
な
ど
を
進
め

て
く
れ
た
結
果
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
区
民
ま
つ
り
は
テ
ー
マ
を
「
平

和
を
考
え
る
」
と
し
、
折
つ
る
等
を
大
学

生
が
担
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
退
職
者
会
の

皆
さ
ん
に
も
抽
選
会
場
を
受
け
持
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
テ
ン
ト
も
一
際
賑
や
か
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

本
郷
会
長
は
じ
め
み
な
さ
ん
の
健
康

と
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 

野
村
ま
ゆ
み 

区
職
労
委
員
長
（
挨
拶
要
旨
） 

      

今
日
は
第
45
回
定
期
総
会
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
退
職
者
会
の
皆
さ
ん
に

週
一
回
、
機
関
紙
の
配
布
作
業
な
ど
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
現
役
の
私
た
ち
が
時

間
内
活
動
が
で
き
ず
職
場
も
厳
し
い
中
、

機
関
紙
・
ニ
ュ
ー
ス
を
キ
チ
ン
と
職
場
に

届
け
る
の
も
重
要
な
仕
事
で
す
。 

今
、
公
務
員
を
取
り
巻
く
状
況
は
去
年

15
年
ぶ
り
に
勧
告
が
出
ま
し
た
。
し
か
し
、

10
月
か
ら
年
金
の
統
合
で
掛
け
金
は
上

が
り
、
支
給
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
も
あ

り
厳
し
い
状
況
で
す
。「
戦
後
70
年
平
和

祈
念
集
」、素
晴
ら
し
い
も
の
が
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
国
会
へ
の
デ
モ
で
も
流

れ
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
若
い
お
母
さ

ん
た
ち
が
「
ノ
ー
」
と
言
い
続
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
現
役
も
頑
張
り

ま
す
。
75
歳
高
齢
化
社
会
が
来
ま
す
。
私

は
高
齢
者
支
援
課
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

健
康
第
一
。
こ
れ
を
保
つ
に
は
仲
間
が
い

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
皆
様
に
は
、
来
年

の
総
会
で
ま
た
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

今
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

遠
藤 

直
栄 

自
治
団
体
退
職
者
会 

都
本
部
副
会
長
（
挨
拶
要
旨
） 

      

第
45
回
定
期
総
会
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
練
馬
区
の
出
身
で
す
。 

今
、
退
職
者
の
会
に
組
織
さ
れ
て
い
る

私
た
ち
が
、
本
気
に
な
っ
て
平
和
を
求
め

る
運
動
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
憲
法

改
悪
を
阻
止
し
、
憲
法
9
条
を
守
る
。
そ

の
た
め
に
来
年
の
参
議
院
選
挙
で
野
党
が

勝
っ
て
、
安
倍
政
権
の
流
れ
を
変
え
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
高

齢
者
に
と
っ
て
は
、
年
金
、
医
療
さ
ら
に

介
護
に
つ
い
て
は
引
き
続
い
て
重
大
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
退
職
者
会
都
本

部
も
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
行
く
決
意
で

す
。 

 

来
賓
の
方 

お
忙
し
い
中
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
《
総
会
の
成
立
の
確
認
》
来
賓
の
方
の
挨

拶
の
後
、
会
員
数
９
９
３
名
。
出
席
会
員

数
１
１
０
名(

遅
れ
た
方
を
含
め
る
と
１

１
５
名)

、
委
任
状
提
出
会
員
４
７
３
名
。

計
５
８
３
名
で
会
員
数
の
過
半
数
を
超
え

て
い
る
の
で
、「
総
会
は
有
効
に
成
立
し
て

い
る
」
事
が
長
谷
議
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 

                     

★
１５
年
度
（
平
成
２７
年
度
）
の
活
動
報 

告
を
柏
輝
男
事
務
局
長
が
行
い
ま
し
た
。 

①
現
況
会
員
総
数
９
９
３
名 

②
機
関
運

営 

★
幹
事
会
３
回
、
★
常
任
幹
事
会
１３
回 

③
活
動
報
告
★
「
だ
よ
り
」
発
行
５
回
、
★

定
例
親
睦
行
事
10
件
21
回
、
★
特
に
、
①

「
活
性
化
検
討
委
員
会
」
立
ち
上
げ
、
三

つ
の
部
会
の
検
討
会
を
作
り
、
結
果
と
し

て
、
二
つ
が
形
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
の
胸
に
あ
る
総
会
で
の
「
名
札
」
の
活

用
で
す
。
②
会
計
の
予
算
決
算
の
書
式
変
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更
で
す
。
③
今
年
も
「
い
き
い
き
学
習
会

（
認
知
症
を
正
し
く
知
ろ
う
）」を
実
施
し
、

50
名
を
超
え
る
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

④
区
職
労
や
区
政
に
対
し
て
の
協
力
で
は
、

区
民
ま
つ
り
に
も
30
名
が
協
力
を
し
、
事

務
局
等
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
「
国
勢
調
査
」
の
年
に
当
た
り
、
調

査
員
等
の
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
12

名
の
調
査
員
と
指
導
員
業
務
に
従
事
す
る

方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
等
々
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

★
１５
年
度
の
収
支
決
算
報
告
を
宮
崎
武

雄
会
計
が
行
い
ま
し
た
。
収
入
の
面
で
は

①
諸
収
入
の
項
が
宿
泊
バ
ス
旅
行
の
参
加

費
が
増
え
た
の
で
増
額
に
な
っ
た
。
支
出

の
面
で
は
②
行
動
費
、
事
務
費
で
増
額
補

正
（
事
務
処
理
を
自
前
で
行
う
様
に
な
っ

た
た
め
）。
③
行
事
費
で
は
、
宿
泊
バ
ス
旅

行
の
費
用
が
増
え
た
た
め
増
額
の
補
正
を

し
た
。
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

★
続
い
て
、
大
友
正
弘
会
計
監
事
が
代
表 

し
て
、「
監
査
を
行
っ
た
結
果
、
適
正
か
つ

正
確
で
あ
っ
た
」
と
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。 

 

決
算
報
告
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
宮

崎
会
計
が
、
報
告
書
の
表
の
見
方
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。 

―
報
告
は
全
て
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
― 

こ
こ
で
議
長
が
交
代
し
、
屋
富
祖
議
長

の
担
当
で
後
半
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

  

              
１６
年
度
（
平
成
２８
年
度
）
活
動
計
画
（
案
）
、

予
算
（
案
）
、
規
程
の
制
定
（
案
）
、
役
員

改
選
（
案
）
顧
問
等
の
承
認
（
案
）
の
議

案
は
、
満
場
の
拍
手
で
可
決
！！ 

 

★
第
１
号
議
案 

16
年
度
（
平
成
28
年

度
）
活
動
計
画
（
案
）【
13
頁
】 

 

提
案
に
先
立
ち
、
議
長
よ
り
「
活
動
方

針
（
案
）」
に
な
っ
て
い
る
が
、
正
し
く
は

「
活
動
計
画
（
案
）」
な
の
で
、
訂
正
を
行

い
ま
し
た
。 

◆
提
案
は
、
辻
裕
之
常
任
幹
事
が
行
い
、 

①
特
に
２
の
「
活
動
の
目
標
」
と
３
の
「
独 

自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
中
心
に
行 

い
ま
し
た
。
②
そ
の
中
で
も
、
現
役
に
頼 

っ
て
い
た
事
務
処
理
を
退
職
者
会
が
自
前 

で
処
理
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
来
て
い
る 

点
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

★
第
２
号
議
案
【
16
頁
】 

１５
年
度
の
予
算
（
案
）
６
１
３
万
円
（
昨

年
５
８
８
万
円
）
の
予
算
に
つ
い
て
、
宮

崎
会
計
が
提
案
し
ま
し
た
。 

◆
主
な
点
は
、
①
活
動
内
容
が
分
か
り
や

す
い
事
業
別
の
予
算
に
書
式
を
変
更
し
た

点
で
す
。
大
き
く
、
２
つ
の
大
項
目
（
事

業
費
と
管
理
費
）
に
区
分
し
た
。 

収
入
で
は
、
②
諸
収
入
に
、
懇
親
会
参

加
費
や
宿
泊
バ
ス
旅
行
の
参
加
費
を
増
や

し
た
の
で
増
額
に
な
っ
て
い
る
。 

支
出
で
は
、
③
長
寿
の
祝
い
金
の
一
時

的
な
減
額
。
④
広
報
事
業
費
で
は
、「
戦
後

70
年
平
和
祈
念
集
」
と
２
年
に
一
度
の

「
会
員
名
簿
」
の
発
行
で
増
額
。
⑤
交
流

事
業
費
で
は
、
同
好
会
活
動
支
援
や
宿
泊

バ
ス
旅
行
費
を
増
や
し
た
の
で
増
額
。
⑥

管
理
費
の
事
務
局
費
の
増
額
。
等
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。 

★
第
３
号
議
案
【
17
頁
】 

同
好
会
活
動
支
援
規
程
の
制
定
（
案
）

が
、
井
口
良
夫
副
会
長
か
ら
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。 

◆
内
容
は
、
①
会
員
相
互
の
親
睦
事
業
の

一
環
と
し
て
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
同

好
会
活
動
に
対
し
て
、
要
件
や
支
出
基
準

等
を
規
程
と
し
て
整
備
し
た
。
点
を
説
明

し
ま
し
た
。 

★
第
４
号
議
案
【
18
頁
】 

役
員
改
選
（
案
）
が
、
渡
邊
孝
雄
副
会

長
か
ら
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。 

★
第
５
号
議
案
【
19
頁
】 

顧
問
並
び
に
参
与
の
推
薦
（
案
）
が

宮
田
勝
江
副
会
長
か
ら
提
案
が
さ
れ
ま
し

た
。 

 

各
議
案
と
も
質
問
、
意
見
は
無
く
―
全

体
の
拍
手
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
― 

◆
屋
冨
祖
議
長
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
読
み
上 

げ
全
体
の
拍
手
で
、
６
本
の
ス
ロ
ー
ガ 

ン
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
議
長
の
全
て
の
仕
事
が
修
了
し
、
降 

壇
と
同
時
に
二
人
の
議
長
へ
の
感
謝
の 

拍
手
を
全
員
で
行
い
ま
し
た
。 

★
屋
富
祖
克
己
さ
ん
、
長
谷
幸
子
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。 

大
役
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

新 

旧 

役 

員 

紹 

介 

 

今
回
の
定
期
総
会
で
常
任
幹
事
会
役

員
が
３
名
、
幹
事
も
３
名
の
方
が
役
員
を

退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

本
郷
会
長
か
ら
、
今
ま
で
の
活
躍
に
感

謝
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

◆
副
会
長 

 

★
窪
島 

博
子
さ
ん 

◆
常
任
幹
事 

★
高
橋 

秀
子
さ
ん
★
村
田 

久
子
さ
ん 

◆
幹
事 

★
高
橋 

紘
紀
さ
ん
★
平
澤 

國
廣
さ
ん 

★
北
堀 

洋
一
さ
ん 

皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま
た
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◆
渡
邊
司
会
の
「
皆
さ
ん
の
ご
協
力
感
謝

し
ま
す
。」
の
挨
拶
で
総
会
は
無
事
終

了
し
ま
し
た
。 

（３）２０１５年１１月１日    港区職員退職者会だより    １１０号（４５回総会）   



 
 

 
 

長 

寿 

の 

祝 

い 

式 
今
年
は
、
米
寿
・
喜
寿
・
古
希
の
該
当

者
は
計
５８
名(

氏
名
は
７
月
号
に
掲
載
。)

で
、
そ
の
う
ち
19
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。（
１
頁
の
写
真
参
照
） 

司
会
を
並
木
文
雄
常
任
幹
事
が
担
当

し
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

本
郷
真
一
会
長
か
ら
一
人
一
人
に
お
祝 

い
金
を
贈
呈
し
、
そ
の
後
記
念
写
真
を
撮 

り
ま
し
た
。記
念
写
真
に
は
、本
郷
会
長
、 

武
井
雅
昭
港
区
長
、
野
村
ま
ゆ
み
港
区
労 

委
員
長
も
一
緒
に
写
真
に
収
ま
り
ま
し
た
。 

◆
本
郷
会
長
か
ら
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。
次
の
長
寿
の
祝
い
に
向
け
元
気
に 

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉 

が
あ
り
ま
し
た
。 

◆
「
喜
寿
」
の
白
石
桂
子
さ
ん
か
ら
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
次

の
長
寿
の
祝
い
を
目
指
し
て
元
気
で
頑
張

り
ま
す
。」
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、「
長

寿
の
祝
い
式
」
も
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

       

懇
親
会 

盛
大
に
行
わ
れ
る 

 

総
会
終
了
後
、
宮
田
勝
江
副
会
長
の
司

会
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
田
中

副
区
長
、
う
か
い
議
長
の
ご
挨
拶
の
後
、

米
寿
の
持
田
さ
ん
の
「
乾
杯
」
の
発
声
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

多
く
の
来
賓
の
方
が
お
見
え
に
な
り
、
懇

親
会
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

         
○
来
賓
の
方
々 

◇
港
区
副
区
長 

田
中 

秀
司
様 

 

◇
港
区
教
育
長 

小
池 

眞
喜
夫
様 

◇
区
議
会
議
長 

う
か
い 

雅
彦
様 

 

◇
中
央
ろ
う
き
ん
新
橋
支
店
長 

藤
原

義
郎
様 

◇
同 

区
職
労
担
当 

笠
嶋 

豪
様 

◇
全
労
済
南
部
支
所
長 

矢
頭 

勝
様
◇
同 

区
職
労
担
当 
大
地 

幸
祐

様 

◇(

株
）
セ
レ
モ
ア
主
任 
青
木 

良

泰
様 

 ※
来
賓
の
方
に
は
、
お
祝
い
金
を
は
じ
め
飲

み
物
の
差
し
入
れ
、
か
り
ん
糖
の
お
土

産
を
頂
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

総
会
、
懇
親
会
の
写
真
は
、
最
後
の
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

  

長
寿
の
祝
い
～
コ
メ
ン
ト
～ 

 

「
長
寿
の
祝
い
」
の
皆
さ
ん
に
一
言 

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で 

 

ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

【 

米 

寿 

】 

★
持
田 

清
一
さ
ん
、 

 

久
し
ぶ
り
に
退
職
者
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
し
か
も
八
十
八
歳
の
祝
福
を

賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
久
し

ぶ
り
と
云
う
も
の
の
、
結
構
在
職
当
時
の

懐
か
し
い
方
々
に
声
を
か
け
て
頂
き
、
し

か
も
ご
出
席
の
皆
様
が
そ
ろ
っ
て
活
き
活

き
と
お
元
気
で
、
と
て
も
う
れ
し
い
総
会

だ
と
思
い
ま
し
た
。 

私
は
和
光
市
の
在
住
で
す
が
、
視
覚
障

害
者
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
と
か
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
長
や
朗
読
会
へ
の
参
加
な
ど
社
会
福

祉
協
議
会
に
協
力
し
て
き
た
お
か
げ
で
元

気
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

【 

喜 

寿 

】
の
み
な
さ
ん 

★
沖
津 

豊
さ
ん 

 

祝
い
式
に
お
招
き
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
出
席
で
居
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
、 

★
角
田 
静
江
さ
ん 

 

つ
い
こ
の
間
「
古
希
」
の
お
祝
い
を
し

て
頂
い
た
の
に
・
・
月
日
の
た
つ
の
は
早

い
も
の
だ
な
ァ
～
な
ど
な
ど
思
い
な
が
ら

そ
ぼ
降
る
雨
の
中
区
役
所
の
前
に
来
た
時

は
、
何
と
も
い
え
ぬ
想
い
に
ひ
た
り
ま
し

た
。 

 

お
仲
間
に
逢
え
る
の
を
楽
し
み
に
会
場

に
入
っ
た
の
で
す
が
、
ど
な
た
も
見
当
た

ら
ず
、
と
て
も
残
念
で
し
た
。
し
か
し
、

素
晴
ら
し
い
ご
挨
拶
を
頂
き
感
無
量
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

★
茅
原 

和
子
さ
ん 

 

お
祝
い
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。 

★
白
石 

桂
子
さ
ん 

お
祝
い
を
し
て
頂
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
改
め
て
年
齢
を
意
識

し
ま
す
。
気
持
ち
は
い
つ
ま
で
も
若
く
保

ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
・
・
こ

れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

★
細
谷 

初
子
さ
ん 

 

今
日
は
喜
寿
の
お
祝
い
に
お
招
き
い
た

だ
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
思
っ
た
よ

り
和
や
か
な
会
に
て
出
席
し
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

★
三
田 

裕
幸
さ
ん 

 

長
寿
の
お
祝
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
一
年
で
も
多
く
ク

リ
ア
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【 

古 

希 

】
の
み
な
さ
ん 

★
加
賀
美
道
子
さ
ん 

 

退
職
以
来
久
々
に
港
区
役
所
に
行
く
と

い
う
事
で
、
さ
て
何
を
着
て
行
こ
う
か
迷

っ
た
あ
げ
く
、
い
つ
の
間
に
か
ウ
エ
ス
ト

（４）２０１５年１１月１日    港区職員退職者会だより    １１０号（４５回総会）   

次
ペ
ー
ジ
へ 



      
 

 
 

周
り
に
肉
が
付
い
て
き
つ
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
ス
ー
ツ
を
や
め
て
、
ゴ
ム
の
付
い
た

着
る
の
に
楽
な
服
と
な
り
ま
し
た
。
久
々

に
パ
ン
プ
ス
を
履
い
た
ら
、
こ
れ
も
脚
が

疲
れ
そ
う
な
の
で
歩
く
の
に
楽
な
か
か
と

が
ペ
ッ
た
ん
こ
の
靴
に
な
り
ま
し
た
。
元

気
に
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
確
実
に
老
い

が
進
む
の
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

★
下
越 

清
正
さ
ん 

 

本
日
は
長
寿
の
お
祝
い
に
お
招
き
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
現

在
、
高
輪
支
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
役
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

★
鈴
木 

芳
子
さ
ん 

 

「
古
希
」
の
お
祝
い
を
し
て
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
退
職
者
会
に
入
れ

て
頂
き
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。
皆
様
に
本

当
に
良
く
し
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
人
脈

も
出
来
ま
し
て
、
思
い
が
け
ず
楽
し
い
生

活
を
送
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

★
染
谷 

幸
子
さ
ん 

 

ご
招
待
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。 

★
千
田 

 

護
さ
ん 

 

古
希
の
席
に
は
じ
め
て
座
り
複
雑
な
気

持
ち
。
で
も
な
に
し
ろ
健
康
で
こ
の
年
令

ま
で
生
き
て
来
れ
た
こ
と
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
７７
ま
で
ど
う
か
な
？ 

健
康
に
気
を
付
け
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

★
千
葉
オ
サ
メ
さ
ん 

 

今
日
は
古
希
の
お
祝
い
を
し
て
い
た
だ

き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
少
し
で
も
元
気
で
過
ご
せ
ま
す
事
に

心
掛
け
、
楽
し
く
日
一
日
を
大
切
に
暮
ら

し
て
行
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

★
橋
本 

利
雄
さ
ん 

 

本
日
は
長
寿
の
祝
い
お
招
き
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
役
で
頑
張

っ
て
働
い
て
い
ま
す
。
退
職
者
会
の
役
員

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

★
波
多
江
正
光
さ
ん 

 
い
つ
の
間
に
か
七
十
才
。
平
均
寿
命
ま

で
は
、
こ
つ
こ
つ
と
、
一
歩
一
歩
、
ガ
ン

バ
リ
ま
す
。 

★
平
澤 

國
廣
さ
ん 

 

十
年
間
に
渡
り
楽
し
く
元
気
に
酒
を
呑

み
頑
張
り
ま
し
た
が
退
任
い
た
し
ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
退
職
者
会
は

不
滅
で
す
。 

★
吉
野 

博
之
さ
ん
、 

 

本
日
は
「
お
祝
い
」
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
自
分
で

は
古
希
を
迎
え
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、

ま
だ
ま
だ
健
康
に
気
を
つ
け
な
が
ら
長
生

き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
退

職
者
会
の
皆
様
に
は
長
く
お
世
話
に
な
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

★
渡
邊 

孝
雄
さ
ん 

 

戦
後
七
十
年
無
事
古
希
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

亡
き
同
期
や
友
人
の
分
も
頑
張
り
ま
す
。 

 

絵 

画 

の 

プ 

レ 

ゼ 

ン 

ト 
 

懇
親
会
の
席
上
、
会
員
の
高
荒
良
吉
さ
ん

か
ら
、「
お
寺
と
ホ
テ
ル
と
タ
ワ
ー
」
と
題

す
る
絵
画
が
退
職
者
会
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
本
郷
会
長
と
野
村
区
職
労
委
員
長
と

相
談
し
、
書
記
局
に
飾
っ
て
頂
く
事
と
な

り
ま
し
た
。 

       

新
役
員
で
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 

◆
会 

 
 

長   

本 

郷 

真 

一 
 

◆
副 

会 

長    

★
宮
田 

勝
江 

★
井
口 

良
夫 

★
渡
辺 

孝
雄 

★
柏 

 

輝
男
（新
） 

◆
事
務
局
長 

 
 

恩
田 

英
雄 

（新
） 

◆
事
務
局
次
長 

 

並
木 

文
雄 

（新
） 

◆
会 

 
 

計 
 

 

宮
崎 

武
雄 

◆
会
計
監
事 

 
 

 

★
新
村 
和
彦
（新
） 

★
小
宮
山 

 
 

勉 

（区
職
労
書
記
長
） 

◆
常
任
幹
事 

   

★
岡
村 

昭
則 

★
辻 

 

裕 

之 

★
吉
野 

博
之 

 
 

 

★
渋
川 

峰
夫 

★
小
山
八
千
代
（新
）  

★
宍
戸 

祥
子
（新
） 

★
波
多
江 

正
光
（新
） 

◆
幹 

 
 

 

事 
  

 
 

★
大
崎 

信
重 

 
 

 
 

★
川
崎 

 
 

保   
 

★
山
本 

治
通 

 
 

 
 

★
古
山 

ふ
ぢ
江 

 
 

★
常
盤 

 
 

茂 
 

 
  

★
清
田 

和
美 

 
 

 

★
真
継 

 
 

直 
 

 
  

★
野
中  

英
昭 

  
 

★
森 

 

マ
サ
子 

 
 

  

★
天
野 

芳
夫 

 
 

 

★
大
友 

正
弘
（新
）   

★
千
葉
オ
サ
メ
（新
） 

★
井
ノ
川
信
夫
（新
）  

★
守
澤
幸
俊
（新
）  

★
田
代
真
知
子
（新
）  

★
篠
原
君
男
（新
） 

 

参
加
者
募
集 

コ
ー
ナ
ー 

 

 

第
１８
回 親 

睦 

麻 

雀 

大 

会 
 

 

ま
だ
参
加
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
、
リ
ー

チ
一
発
積
も
上
が
り
の
感
動
と
振
込
ん
だ

と
き
の
後
悔
。
麻
雀
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
底

知
れ
な
い
楽
し
さ
を
あ
な
た
も
味
わ
い
ま

せ
ん
か
！ 

併
せ
て
、
脳
の
活
性
化
と
指
先
の
鍛
錬

で
ボ
ケ
防
止
が
出
来
る
の
で
す
。 

◆
日  

時 

１１
月
７
日
（
土
） 

午
後
１
時
か
ら 

◆
場  

所 

麻
雀
サ
ロ
ン
【
太 

陽 

】 

浜
松
町
１
～
２７
～
１０ 

バ
ッ
カ
ス
第
３
ビ
ル
５
階 

（５）２０１５年１１月１日    港区職員退職者会だより    １１０号（４５回総会）   
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◆
会  

費 

１
，
５
０
０
円 

◆
ル
ー
ル 

半
荘
（
５０
分
）
三
回
戦 

 
の
勝
ち
点
合
計
に
よ
り
、
優
勝
・ 

準
優
勝
・
第
三
位
等
を
決
定 

◆
申
込
先 
並 

木 

文 

雄 

 
 
 

０
９
０-
６
５
４
２-

９
０
０
２ 

ま
た
は
、
幹
事
の 

●
高
橋 

央 

●
竹
本 

次
郎 

（
障
害
保
健
福
祉
課
） 

●
高
橋 

昭
伍
ま
で 

 

 
 
 

皇 

居 

一 

周 

走 

歩 
会 

◆
日 

時 

１１
月
２１
日
（土
） 

雨
天
の
場
合
は
自
己
判
断 

◆
集 

合 

ＪＲ
神
田
駅
西
口
、
南
口
に

通
ず
る
改
札
口
（東
京
寄
り
改
札
口
）

に
午
後
３
時
（参
加
申
込
不
要
） 

◆
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡 

く
だ
さ
い
。 

◆
宮 

崎 

０
４
３
・２
５
０
・１
８
３
５ 

 

囲 

碁 

大 

会 
 

○
日 

時 

１１
月
２８
日
（
土
） 

午
後 

１ 

時 

開
始 

●
会 

場 
 

区
役
所
１１
階
・
第
１
厚
生
室 

○
参
加
費 

１
，
５
０
０
円 

●
定 

員 

２０
名
程
度 

○
組
分
け 

 

申
告
級
段
位
に
よ
り
上
位
～
下
位 

 

●
ル
ー
ル  

☆
リ
ー
グ
戦 

☆
持
ち
時
間
２５
分 

 

★
互
先
、
先
番
、
六
目
半
コ
ミ
ダ
シ  

☆
段
・
級
の
差 

一
子 

◆
申
込
先 

阿
部 

圭
顕 

（
自
宅
）
０
３-

３
４
５
２
‐
３
９
２
６ 

    

ハ 

イ 

キ 

ン 

グ 
  

野
火
止
用
水
～
平
林
寺  

 
◆
日 

時 

12
月
４
日
（
金
）
10
時 

雨
天
中
止 

◆
集  
合  

武
蔵
野
線
（（
京
浜
東
北
線
・ 

南
浦
和
駅
乗
換
）
新
座
駅
改
札
口 

◆
用
意
す
る
も
の 

健
康
保
険
証
、
現
金 

★
昼
食
は
う
ど
ん
が
有
名
な
店
に
入
り
ま

す
。 

★
岡 

村   

０
４
８-

６
８
６-
０
０
９
８ 

★
宮 

崎   

０
４
３-

２
５
０-
１
８
３
５ 

 

山
の
手
新
宿 

七
福
神
め
ぐ
り 

 

～
粋
な
神
楽
坂
か
ら
新
宿
へ
～ 

◆
日 

時 

１
月
７
日
（
木
）
１４
時 

  
 
  

 

★ 

小 

雨 

決 

行 

◆
集 

合 

ＪＲ
飯
田
橋
駅 

西
口
改
札
を

出
た
所
（
旗
を
目
印
に
） 

◆
行 

程 
 

善
国
寺
（
神
楽
坂
上
）
か
ら
新
宿 

歌
舞
伎
町
ま
で
約
２
時
間 

（
途
中
、
大
江
戸
線
で
移
動
） 

◆
申
込
締
切 

12
月
28
日
（
人
数
把
握 

の
た
め
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
） 

◆
担 

当 

恩 

田 

英 

雄 

ＴＥＬ
０
９
０-

８
０
１
３-

８
４
４
４ 

ＡＤ hideo.ondem@docomo.ne.jp 

◆
案
内
・
説
明 

清
田
和
美
さ
ん 

 

第
１３
回 

千
葉
県
ク
ラ
ブ 

 

千
葉
県
ク
ラ
ブ
の
行
事
を
、
左
記
の 

と
お
り
行
な
い
ま
す
。
千
葉
県
在
住
の 

皆
様
の
ほ
か
興
味
の
あ
る
方
の
参
加 

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

◆
日 

時 

11
月
29
日
（
日
）
10
時 

◆
集 

合 

武
蔵
野
線 

市
川
大
野
駅 

改
札
口
集
合
（
雨
天
中
止
） 

◆
行 

程  

市
川
市
動
植
物
園
（
も
み
じ 

山
）、大
町
自
然
観
察
園
周
辺 

を
散
策
し
親
睦
を
図
る
。 

◆
参
加
費  

２
０
０
円 

昼
食
持
参 

◆
参
加
申
込 

不
要
（
直
接
集
合
場
所
へ
、

な
お
、
千
葉
ク
ラ
ブ
に
初
め
て
参

加
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
） 

◆
担 

当 

宮
崎
武
雄 

（
自
宅
）
０
４
３
‐
２
５
０
‐
１
８
３
５ 

（
当
日
）
０
９
０
‐
４
６
６
９
‐
８
１
４
７ 

    

俳 
 

句 
 

◎
横
山 

直
正 

＝
８
月
「
東
京
大
空
襲
と
学
童
疎
開
展
」
＝ 

◆
大
鷹
の
森
吹
き
あ
げ
し
大
南
風 

◆
烏
瓜
登
り
切
り
し
が
枯
れ
切
っ
て 

◆
日
向
ぼ
こ
さ
ら
す
お
の
れ
の
裏
表 

◆
落
葉
し
て
音
の
か
さ
な
る
散
歩
か
な 

◆
寒
気
く
る
予
報
た
が
わ
ず
乱
れ
雲 

 

◎
稲
垣 

愛 

◆
草
も
実
も
色
染
め
は
じ
め
虫
の
秋 

◆
鳴
く
虫
の
辺
り
は
闇
の
濃
か
り
け
り 

◆
手
に
と
れ
ば
胡
桃
に
遠
き
山
の
音 

◆
三
日
月
や
人
そ
れ
ぞ
れ
に
駅
を
出
て 

◆
天
高
し
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
・
ア
ン
ビ
シ 

ャ
ス 

 

◎
徳
竹 

邦
夫 

◆
東
京
の
夜
景
ひ
れ
伏
す
月
今
宵 

◆
お
互
ひ
を
聞
き
返
す
日
々
吾
亦
紅 

◆
小
鳥
来
る
ラ
ヂ
オ
を
腰
に
花
農
家 

◆
峡
の
空
染
め
あ
げ
ゐ
た
り
残
り
柿 

◆
し
ぐ
る
る
や
麻
布
十
番
縄
暖
簾 

 

◎
米
倉 

和
美 

◆
枯
木
星
音
無
く
流
れ
翼
の
灯 

◆
声
変
り
せ
し
子
と
う
た
ふ
聖
夜
か
な 

◆
留
守
電
の
母
の
こ
ゑ
き
く
年
の
暮 

◆
降
る
雪
を
し
か
と
捉
へ
て
常
夜
灯 
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◆
雪
女
夜
な
夜
な
か
よ
ふ
無
人
駅 

 
◎
澤
藤 

盛
光 

＝ 
弘 
道 

館 

＝ 

◆
攘
夷
破
れ
勲
無
き
矜
持
や
水
戸
の
秋 

＝ 

大 

磯 
鴫 
立 

庵 

＝ 

◆
西
行
が
笠
脱
ぎ
歌
読
む
鴫
の
沢 

◆
群
れ
て
飛
ぶ
潮
呑
む
鳩
は
秋
の
蒼あ

お 

◆
木
犀
香
尖
る
心
の
熔
け
る
程 

◆
陽
は
お
ち
よ
お
お
い
な
る
月
い
で
た
ま 

 

え 

 

◎ 

長
谷 

幸
子 

＝ 

二
〇
一
五 

年 

九 

月  

＝ 

◆
秋
雨
に
ね
れ
る
に
ま
か
せ
拳
ふ
る 

◆
夜
寒
と
て
帰
る
人
な
く
声
し
き
り 

◆
軍
服
の
鬼
護
ら
れ
て
耳
塞
ぐ 

◆
あ
き
あ
か
ね
戦
な
き
世
へ
今
日
も
飛
ぶ 

 

川 
 

柳  
 

◎ 

藤
田 

洋
三 

＝ 

戦 

争 

に 

想 

う 

＝ 

◆
大
将
遁
走
し
下
兵
自
死
餓
死
爆
死 

◆
撫
子
の
モ
ン
ペ
竹
や
り
う
す
化
粧 

◆
母
の
背
で
機
銃
掃
射
の
的
と
な
り 

◆
防
空
頭
巾
で
は
貫
通
に
蒸
し
焼
き 

◆
５
・
３
と
８
・
３０
オ
ー
ル
ズ
見
参 

  

        

◆
な
ぞ
ナ
ゾ
？  

解
る
か
な
ァ
？ 

①
ト
イ
レ
に
座
っ
て
か
ら
で
な
い
と 

効
か
な
い
薬
は
？ 

②
い
つ
も
校
舎
の
外
に
い
る
ペ
ン
ギ 

ン
は
、
何
ペ
ン
ギ
ン
？ 

③
必
ず
２
ヶ
所
づ
つ
悪
く
な
る
病
気 

は
？ 

④
か
ぐ
や
姫
、
白
雪
姫
、
お
や
指
姫
の 

中
で
、
日
本
酒
が
大
好
き
な
の
は
誰 

か
？ 

⑤
大
ビ
ン
だ
け
な
い
酒
（
ア
ル
コ
ー

ル
）
は
？ 

  

◎
お 

詫 

び 

と 

訂 

正 

先
月
号
５
ペ
ー
ジ
の
「
特
別
区
学
習

交
流
会
」
の
講
師
の
氏
名
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。 

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

【
正
】
川 

端  

邦 

彦 

氏 

【
誤
】
川 

畑  

邦 

彦 

氏 

  

 

◆ 

二
字
熟
語
ク
ロ
ス 

左
の
下
の
ヒ
ン
ト
か
ら
、
上
下
左
右
に
あ 

る
漢
字
と
組
み
合
わ
せ
て
二
字
熟
語
を
４
つ 

作
れ
る
漢
字
を
選
び
、
中
央
の
マ
ス
に
記
入 

し
て
下
さ
い
。
16
問
全
て
解
い
た
ら
、
ヒ
ン 

ト
か
ら
４
字
の
漢
字
が
残
る
の
で
、
残
っ
た 

漢
字
で
４
字
熟
語
を
作
っ
て
下
さ
い
。 

      

     

   

楽
し
く
参
加
し
ま
し
た 

事 

業 

実 

施 

報 

告 

  

笑
っ
た
、
飲
め
な
か
っ
た
、
け
ど 

お 

も 

し 

ろ 

か 

っ 

た 

新
宿 

末 

広 

亭 
 

８
月
25
日
11
時
30
分
の
集
合
時
間

に
な
る
と
お
客
さ
ん
が
並
び
始
め
ま
し
た
。

私
た
ち
は
席
を
予
約
し
て
あ
り
ま
し
た
が

心
配
に
な
っ
て
係
の
方
に
確
認
し
ま
し
た
。 

            

「
大
丈
夫
で
す
よ
、
港
区
の
退
職
者
会

の
方
々
で
す
ね
。
真
ん
中
の
良
い
お
席
を

取
っ
て
あ
ま
す
か
ら
ゆ
っ
く
り
お
入
り
下

さ
い
」
と
の
お
話
し
で
し
た
。
12
時
に
24

人
の
会
員
が
揃
い
ま
し
た
。 

こ
こ
は
江
戸
時
代
か
ら
の
寄
席
の
雰

囲
気
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
由
緒
あ
る

古
い
建
物
で
桟
敷
席
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
の
予
約
席
は
ほ
ぼ
中
央
の
席
で
し
た
。

左
右
の
桟
敷
席
は
座
布
団
１
枚
が
指
定
席

で
窮
屈
そ
う
で
し
た
。
演
台
に
上
が
っ
た

噺
家
が
ま
く
ら
で
今
日
は
涼
し
い
か
ら
末

広
亭
も
楽
だ
が
い
つ
も
は
「
エ
ア
コ
ン
も

古
く
て
暑
く
て
お
客
さ
ん
も
私
も
熱
中
症

に
な
り
そ
う
な
ん
だ
よ
」
と
笑
わ
す
。
狭

『 

頭
の
体
操 

』
で
す
（
第
１０
回
） 

１１
月
１１
日
は
「
介
護
の
日
」。 

介
護
に
つ
い
て
夫
々
の
立
場
で
考 

え
、
関
わ
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

さ
ぁ
～
頭
の
体
操
に
挑
戦
を
・
・
・

答
え
は 

９
頁
に
あ
り
ま
す 

 

（
出
題 

辻 

裕
之
） 
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く
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
な
し
の
噺
は
聞
き

取
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
色
物
、
漫

才
、
落
語
と
４
時
半
ま
で
じ
っ
く
り
と
楽

し
め
た
。
入
れ
替
え
し
な
し
で
夜
の
部
も

Ｏ
Ｋ
で
す
が
、
体
力
的
に
無
理
の
よ
う
で

し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
柏 

輝
男
） 

 

第
29
回 

皇 

居 

一 
周 
走 

歩 

会 

 

       

    

 

９
月
19
日
（
土
）
３
時
、
神
田
駅
に
集

ま
っ
た
の
は
５
人
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
涼
し

く
な
っ
た
り
暑
く
な
っ
た
り
、
気
温
の
変

化
が
激
し
い
が
、
走
歩
に
は
ま
あ
ま
あ
と

い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。今
回
は
走
る
組（
入

戸
野
光
政
、
由
井
敏
参
）
歩
き
組
（
赤
羽

テ
ツ
、
大
月
ふ
み
子
、
宮
崎
武
雄
）。
赤
羽

さ
ん
、
大
月
さ
ん
は
久
し
ぶ
り
の
参
加
で

し
た
。 

 

終
了
後
、
い
つ
も
の
よ
う
に
ビ
ー
ル
と

焼
酎
で
反
省
会
・
・
・
。（
宮
崎 

武
雄
） 

 
 

ハ
イ
キ
ン
グ 

旧
古
河
庭
園
散
策 

９
月
２５
日 

 

前
日
か
ら
雨
の
予
報
で
実
施
は
危
ぶ

ま
れ
た
が
、
上
中
里
駅
に
３
人
（
根
岸
信

男
、
藤
倉
壮
一
、
宮
崎
武
雄
、）
集
ま
っ
た

の
で
、
近
く
の
旧
古
河
庭
園
を
と
り
あ
え

ず
見
学
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
駅
の
す

ぐ
そ
ば
に
あ
る
源
義
家
ゆ
か
り
の
平
塚
神

社
を
見
学
。
境
内
の
敷
地
内
に
平
塚
亭
と

い
う
和
菓
子
屋
さ
ん
が
あ
り
、
評
判
の
み

た
ら
し
団
子
を
買
っ
て
園
内
で
試
食
す
る

こ
と
に
し
た
。
旧
古
河
庭
園
は
９０
種
類
１

８
０
株
あ
る
と
い
う
バ
ラ
の
時
期
は
、
大

勢
の
人
が
来
園
し
混
雑
す
る
ら
し
い
が
、

今
日
は
人
影
も
な
く
弱
い
雨
の
中
ゆ
っ
く

り
、
じ
っ
く
り
と
、
１
時
間
あ
ま
り
見
学

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

あ
る
灯
籠
と
か
石
垣
の
解
説
を
興
味
深
く

読
み
、
帰
る 

頃
に
は
雨
に 

も
か
か
わ
ら 

す
数
組
の
来 

園
者
と
す
れ 

違
っ
た
。
弱 

い
雨
が
、
降 

り
続
い
て
い 

る
の
で
六
義 

園
ま
で
足
を 

延
ば
す
の
は
や
め
て
上
中
里
駅
に
戻
り
解

散
し
た
。 

 

●
訃 

報 

● 

久
嶋 

和
義
（

27

年
７
月
７
日
・
80

歳
） 

 
 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す 

 

『
訃
報
』
は 

早 

め 

に 

事 

務 

局 

ま 

で 

会
員
・
配
偶
者
の
方
が
お
亡
く
な 

 

り
に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
、
港
区 

 

職
員
退
職
者
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡 

 

く
だ
さ
い
。 

弔 

慰 

金 

が 

支 

給 

さ 

れ 

ま 

す
。 

港
区
職
員
労
働
組
合
内 

港
区
職
員
退
職
者
会
事
務
局 

Ｔ
・
０
３
‐
３
５
７
８
‐
２
８
３
０ 

Ｆ
・
０
３
‐
３
４
５
９
‐
４
３
９
３ 

 

退
職
者
会 

『
み
な
と
区
民
ま
つ
り
』
に
参
加 

 

10
月
10
・ 

11
日
で
行
わ 

れ
た
『
み
な 

と
区
民
ま
つ 

り
』
に
役
員 

を
中
心
に
抽 

選
会
場
を
担 

当
し
、
全
員 

揃
い
の
Ｔ
シ 

ャ
ツ
姿
で
ま 

つ
り
の
お
手 

伝
い
を
行
い 

ま
し
た
。
祭
り
は
１１
日
は
天
候
の
関
係
で

パ
レ
ー
ド
が
中
止
に
な
る
な
ど
し
ま
し
た

が
、
二
日
間
と
も
盛
況
で
し
た
。
抽
選
会

場
は
み
ん
な
の
協
力
で
無
事
終
了
し
ま
し

た
。           

（
渋
川 

峰
夫
） 

    

今
年
の
集
会
が
９
月
１
４
日
、
日
本
教

育
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
港
区
職
員
退

職
者
会
か
ら
役
員
２０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

基
調
報
告
そ
し
て
地
公
退
報
告
が
さ
れ
、 

退
職
者
連
合
は
今
年
の
要
求
と
し
て 

①

社
会
保
障
教
育
の
実
施 

②
公
的
年
金
積

立
金
に
よ
る
奨
学
金
の
創
設
③
デ
フ
レ
下

に
お
け
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
適
用
に

あ
た
り
名
目
下
限
の
堅
持
の
三
件
を
関
係

省
庁
に
要
望
し
た
旨
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

記
念
講
演[

戦
後
史
と
平
和
を
考
え

る]

の
後
、集
会
宣
言
を
採
択
し
散
会
し
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
(

井
口 

良
夫) 

             
 

地
公
三
単
産
・
地
公
退 

高 

齢 

者 

集 

会 
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 新 旧 役 員 紹 介 

『
生
き
生
き
と 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
し
よ
う
』 

（
９
・
１５
全
国
高
齢
者
集
会
） 

 

日
比
谷
公 

会
堂
に
全
国 

か
ら
仲
間
が 

参
集
し
、「
全 

国
高
齢
者
集 

会
」
が
開
催 

さ
れ
、
港
か 

ら
は
１６
名
が 

参
加
し
ま
し 

た
。 集

会
は
主
催
者
、
来
賓
等
の
挨
拶
や
基

調
報
告
な
ど
に
引
き
続
き
、
東
日
本
大
震

災
被
災
地
宮
城
県
退
職
者
連
合
の
三
浦
光

治
気
仙
沼
地
連
副
会
長
か
ら
現
状
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
茨
城
高
退
連
合
の

林
正
一
さ
ん
が
大
道
芸
の
「
筑
波
山
が
ま

の
油
売
り
口
上
」
を
披
露
し
、
参
加
者
の

喝
さ
い
を
受
け
ま
し
た
。
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
の
後
、
国
会
に
向
け
て
デ
モ
行
進
に
出

発
し
ま
し
た
。 

 

長
年
、
日
比
谷
公
会
堂
で
行
わ
れ
て
来

ま
し
た
が
、「
公
会
堂
」
建
て
替
え
の
た
め

今
年
が
最
後
の
日
比
谷
公
会
堂
で
の
『
全

国
高
齢
者
集
会
』
と
な
り
ま
し
た
。 

（
窪
島 

博
子
） 

    

区
役
所 

野
球
部 

「
全
国
官
公
庁
野
球
中
央
大
会
」 

 
 

３
回
戦
～
惜
敗
（
ベ
ス
ト
１６
） 

 

港
区
野
球
部
は
、
平
成
２７
年
度
（
第
６６

回
）全
国
官
公
庁
野
球
連
盟
中
央
大
会（
以

下
「
全
国
大
会
」
と
い
う
。
）
に
出
場
し
、

１
・
２
回
戦
を
突
破
し
ま
し
た
。
目
標
の

ベ
ス
ト
８
を
懸
け
た
３
回
戦
で
は
、
全
国

で
も
屈
指
の
強
豪
で
あ
る
広
島
県
代
表
・

造
幣
局
広
島
支
局
に
０-

１
の
僅
差
で
敗

退
し
、
港
区
野
球
部
史
上
初
の
全
国
大
会

は
ベ
ス
ト
１６
（
５８
チ
ー
ム
中
）
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。 

温
か
く
盛
大
な
ご
声
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
、
職
員
Ｏ
Ｂ
の
皆

様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

             

頭
の
体
操
・
・
回
答 

 

◆ 

な
ぞ
ナ
ゾ
？
の
答
え 

①
ベ
ン
ザ 

②
皇
帝
（
校
庭
）
ペ
ン
ギ

ン 

③
神
経
痛
（
ツ
ウ
ー
） 

④
白
雪

姫
（
酒
は
白
雪
）
⑤
焼
酎
（
小
・
中
） 

◆ 

二
字
熟
語
ク
ロ
ス 

①
草 

②
村 

③
竹 

④
集  

⑤
入 

⑥
年 

⑦
田 

⑧
天 

⑨
文 

⑩
本 

 

⑪
名 

⑫
立 

⑬
力 

⑭
悪 

⑮
安 

 

⑯
飲 

 

四
字
熟
語
の
答
え
・『
空
前
絶
後
』 

  

 

                 

                                 

自
治
労
退
職
者
会
都
本
部
が
既
に
契
約
を
し
て
お
り
、
港
区
職
員
退
職
者
会
の
私
た
ち

も
（
株
）
セ
レ
モ
ア
の
契
約
団
体
割
引
が
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

お
電
話
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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田 中 副 区 長 小 池 教 育 長 
うかい区議会議長 ろうきん 藤原支店長 

                                 

                                 

                                 

                                

年一回の再会を喜び、懇親会は盛り上がりました。宮田副会長

の司会で始まり、米寿の持田清一さんの「乾杯」の発声でスタートし

ました。皆さん久しぶりの友達、お世話になった先輩、来賓の

方々と楽しいひと時を過ごしました。井口副会長の「中締め」

で懇親会は無事終了しました。 

皆さん、ありがとうございました。 
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